
                   一般社団法人日本臨床検査学教育協議会 

2019.12.6 

         臨地実習時間外学修時間調査結果 

 

要望書 

臨床検査技師学校養成所指定規則 並びに 臨床検査技師養成所指導ガイドラインの見直し 

P8(2)総合臨床実習の在り方 「総合臨床実習の 1単位の時間数の見直し」 

 

この要望に関して 2019年 11月臨床検査学教育協議会加盟 87施設中 9施設の臨地実習

終了学生に以下のアンケートを実施した。その結果 506名の学生から回答を得た。 

【質問事項】 

１ 臨地実習時間外で主にどのような学修課題が課せられたか、お伺いします。 

２ 課題のボリューム感について、お伺いします。 

３ 実習時間外で課題に費やした１日あたりの時間数について、お伺いします。 

【集計結果】 

 

     
この結果、臨地実習中 90％以上の学生が何らかの課題を実習時間外に実施しており、60％

以上の学生がほとんどあるいは毎日自宅で行っていることが明らかになった。また、その

学修時間が一日 1時間以上である学生の割合は 80％以上であった。 
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